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環境省発表日 糞便採取場所 病原性 亜型 

11月28日 愛媛県西条市 低病原性 H7N7 

12月4日 栃木県大田原市 低病原性 H5N3 

12月9日 奈良県大和郡山市 低病原性 H5N3 

12月16日 島根県安来市 低病原性 H5N2 

 11月に愛媛県の野鳥の糞便から低病原性鳥インフルエンザウイルス（LPAIV）
が分離されて以降、国内で継続して野鳥の糞便からLPAIVが分離されています。
家きん飼養者の皆様におかれましては、引き続き飼養衛生管理基準の遵守及び農
場内にウイルスを侵入させない防疫対策をお願いします。 

具体的な農場へのウイルス侵入防止対策 

（１）人、物、車両等による病原体の持ち込みの防止 

 

 

（2）野生動物対策 

• 防鳥ネットの設置・修繕、壁の
破損・隙間の修繕 

• 家きん舎周囲の清掃、整理・整
頓 

 

 

スノコ等を利用して交差汚染
を防止することができます。 

農場専用長靴 

農場外用靴 衛生管理区域内に入る車両消
毒 

 

冬季は消毒薬を水で融解後に寒
冷地用ウィンドウォッシャー液を添
加することで、消毒薬の凍結を防
止することができます。 
 

家きん舎周囲の草藪など
は野生動物の「ひそみ場」
となります。家きん舎周囲
は見通しを良くし、野生動
物が近づきにくい雰囲気
を作りましょう。 
 

（２）野生動物による病原体持ち込みの防止 

防鳥ネットは上部か
らゆったりと垂らす
と破れにくくなりま
す。 

できるだけ隙間が
できないように設置
しましょう。 

防鳥ネットの設置 家きん舎周囲の清掃、整理整頓 

社団法人全国家畜畜産物衛生指導協会ブックレットより 

噴霧器によるタイヤまわりの
消毒。 農場専用長靴の設置 

家きん舎ごとに踏み込み消毒槽を設置 



病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日 

口蹄疫 A型 ミャンマー（2件） 牛 令和元年(2019年)12月2日 

高病原性 
鳥インフルエンザ 

H5N2 台湾（10件） 
地鶏、肉用アヒル、

七面鳥 
令和元年(2019年)11月29日～ 
令和元年（2019年）12月13日 

ＡＳＦ 
  中国(3件) 豚 令和元年(2019年)9月4日～ 

令和元年(2019年)12月17日   インドネシア（392件） 豚 

 令和2年(2020年)1月1日時点 

 韓国や台湾など近隣諸国では依然として悪性家畜伝染病が発生しています。地域
全体で衛生水準を上げる事が重要です。 
 防災情報や家畜伝染病発生情報を配信しています。 
下記アドレスもしくは右のQRコードより、登録用ホームページへ！ 
 http://www.anshin.pref.kumamoto.jp/ 

毎月20日はくまもと家畜防疫の日 

近隣諸国における悪性伝染病発生情報  

  

 PEDは豚、いのししにおける下痢及び嘔吐を主徴とする伝染病です。発
症豚の日齢や症状は様々ですが、特に10日齢以下の豚においては下痢に
よる脱水が重篤化しやすく、致死率が100％に達することがあります。
PEDは例年、気温の低下する冬季に発生が増加する傾向にありますが、昨
年は９月以降、既に関東地域の2県38農場で発生が確認されています。
豚及びいのししの飼養者の皆様におかれましては、農場へのウイルス侵入
防止対策を徹底するとともに、分娩前の妊娠豚へのワクチン接種により、
乳汁を介した子豚への免疫付与をお願いします。 

PEDの主徴は水様性下痢であり、その臨床症状はTGEと極めて類する。下痢はす

べての日齢の豚で起こるが、発症率と致死率は哺乳豚で高く、日齢が進むに従っ
て低下する。発症豚の日齢や症状は農場毎、そして発生毎に異なり、哺乳豚が無
症状の場合と下痢をする場合とが確認されている。常在型では、新たに離乳舎や
育成舎へ移動した豚が移動後2～3週間で下痢を呈することが報告されている。 

 

1)哺乳豚 

嘔吐と水様性下痢が認められる(図4)。特に10日齢以下の豚では黄色水様性下痢
を呈し、急速に脱水状態となり削痩する(図5)。発病豚は3～4日の経過で死亡する
ことが多く、致死率は50%前後、時に100%に達する。 

 

 

2)繁殖母豚 

母豚では食欲減退や元気消失、下痢および嘔吐が認められる。また泌乳の低下や
停止が認められることがあり、哺乳豚の病勢悪化の原因となる。 

3)肥育豚、育成豚 

肥育豚や育成豚では食欲減退と元気消失、水様性下痢が認められるが、約1週間
程度で回復し、死亡することはまれである。また、感染しても発症しない豚も多い。 

 

全ての日齢の豚がウイルスに感染するが、哺乳豚では下痢による脱水が重篤化し
やすく、10日齢以下の豚の死亡率は100％に達することもある。哺乳豚の下痢進行
は早く、早ければ24時間で死亡する。 

 

農林水産省HPより 

届出伝染病のすみやかな届け出にご協力ください 

 日頃より家畜診療獣医師の皆様には家畜衛生及び家畜防疫の推進にご
尽力いただきありがとうござます。ご存じの通り、家畜伝染病の届出伝
染病は家畜伝染病予防法により当該家畜を診断し、あるいは死体を検案
した獣医師は家畜保健衛生所へ届け出を行うことが定められています。
昨今、届出伝染病と診断された際の届け出書の提出が遅延する事例が散
見されます。今後とも届け出書の速やかな提出にご協力をお願いいたし
ます。 

PED発症哺乳豚 PED発症肥育豚 写真：農研機構HPより 
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